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１　観光事業

１　観光事業

　日暮里・舎人ライナーとともに１１年 舎人公園千本桜まつり

１　実施日時 平成３１年４月６日（土）・７日（日）（桜ライトアップ/3月23日～4月7日）

午前１０時～午後４時（桜ライトアップ/午後５時３０分～午後８時）

　　天　　候 4月6日(土)：晴　7日(日)：晴 〔30年度 4/7（土）晴のち曇　4/8（日）晴〕

２　会　　場 都立舎人公園

３　主　　催 （一財）足立区観光交流協会、足立区、東京都建設局、東京都交通局

（公財）東京都公園協会

４　後　　援

５　協　　力 竹の塚警察署、西新井警察署、西新井消防署

６　イベント

７　来場者数

８　決 算 額

予算額 決算額 予算額 決算額

29,108,000 29,095,241 27,091,000 26,327,601

９　事業収支 1）収入の部 （円）

令和元年度 平成30年度 増減額

出展料等 1,814,505 1,730,220 84,285

2）支出の部 （円）

令和元年度 平成30年度 増減額

設営運営費 21,886,202 20,602,736 1,283,466

警備費 4,840,964 3,240,000 1,600,964

広告宣伝費 1,157,882 1,992,026 △ 834,144

ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ 744,660 0 744,660

その他 465,533 492,839 △ 27,306

合　計 29,095,241 26,327,601 2,767,640

※平成30年度は陸上競技場改修工事のため、スポーツイベントは実施しなかった。

10 評価・課題

桜ライトアップ　16日間合計：41,450人

スポーツイベント（6日のみ）　参加者：1,168人

※令和元年度決算額には、令和２年度予算から執行予定であった「事業中止に伴う契
　約解除金（設営運営費）」を含む。

北足立市場協会、足立区町会・自治会連合会、東京商工会議所足立支部、足立区
商店街振興組合連合会、足立区工業連合会、足立成和信用金庫、（一社）東京都
造園緑化業協会

①　来場者にわかりやすい会場設営を目指して、出展区分ごとのテント配置(子
　ども向けワークショップの集約、物産展エリア・ＰＲ展エリアの設定等)を実
　施した。
②　車による来場者が増加したことにより舎人公園駐車場が大混雑し、周辺道路
　の渋滞が発生した。次回開催時は公共交通機関での来場のＰＲを強化する。
③　３年目となる桜ライトアップは、和テイストの演出を工夫して「和柄の行
　灯」と「アッパーライト」を設置した。写真を撮る来場者も多く、舎人の桜ラ
　イトアップ事業の認知度も上がってきている。

ＳＡＫＵＲＡ雪合戦＆コーフボール体験（陸上競技場／６日のみ）、デジタルス
タンプラリー「サクラｄｅビンゴ！」、北足立市場協会による直売コーナー、大
道芸、コンサートステージ、ふわふわドームとねりん、ジャンボスライダー、足
立成和信用金庫による地元企業のＰＲと物産展､こころとからだの健康ひろば、
生物園出張ふれあい動物コーナー､警察広報コーナー、消防ＰＲコーナー

令和元年度 平成30年度

4/6(土) 117,000人　4/7(日)  112,000人　合計 229,000人（30年度：216,000人）

令和２年度事業中止

（契約解除金）

【設営運営費】

桜ライトアップ

3,398,000円

会場設営 41,250円

【警備費】

会場警備 974,996円

【広告宣伝費】

ポスター 750,475円

新聞広告 407,407円
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１　観光事業

　あだち花季行　花めぐりバス

１　実施日時 平成３１年４月６日（土）・７日（日）　午前９時始発～午後４時終発

　　天　　候 4月6日(土) ：晴　7日(日)：晴 〔30年度 4/7（土）晴のち曇　4/8（日）晴〕

２　運行形態 1）東コース   ：六町駅→郷土博物館→大谷田一丁目→すいすいらんど綾瀬

→しょうぶ沼公園→六町駅

　　　 ○六町駅から22便発車（20分間隔　循環）

2）西コース ：見沼代親水公園→皿沼公園→都市農業公園→西新井大師→

   　　 　ギャラクシティ→舎人公園北→見沼代親水公園

　 　　 ○見沼代親水公園駅から22便発車（20分間隔　循環）

3）中央コース ：六町駅⇔元渕江公園⇔花畑公園⇔竹ノ塚駅⇔足立清掃工場

 　　   ⇔舎人公園北⇔見沼代親水公園

　 ○六町駅、見沼代親水公園駅から各22便発車（20分間隔 往復）

※各コース　午前９時始発　午後４時終発

３　主　　催 （一財）足立区観光交流協会、足立区

４　同日開催 ①さくら探訪＆工場見学会（足立清掃工場）②博物館の桜まつり（郷土博物館）

　　イベント ③さくらフェスタ（元渕江公園・生物園）④桜花亭さくら祭（花畑公園桜花亭）

⑤西新井大師花まつり（西新井大師）⑥五色桜まつり（都市農業公園）

⑦工作教室（ギャラクシティ）

５　協賛数及び 1,834個／550,200円　（30年度：953個／285,900円）

　　協賛金収入 【乗車手形の提示で2日間有効／手形＠300円】

６　乗車者数 ２日間合計　延べ7,661人　（30年度実績：延べ4,175人）　

７　決 算 額

予算額 決算額 予算額 決算額

8,064,000 7,960,239 7,175,000 6,928,904

８　事業収支 1）収入の部 （円）

令和元年度 平成30年度 増減額

乗車手形 550,200 285,900 264,300

2）支出の部 （円）

令和元年度 平成30年度 増減額

バス借上 3,744,921 3,537,561 207,360

設営運営費 3,789,398 2,664,819 1,124,579

広告宣伝費 365,200 549,188 △ 183,988

その他 60,720 177,336 △ 116,616

合計 7,960,239 6,928,904 1,031,335

９ 評価・課題

※令和元年度決算額には、令和２年度予算から執行予定であった「事業中止に伴
　う契約解除金（設営運営費）」を含む。

　桜満開時の運行となり乗車者数を伸ばすことが出来たが、乗客一人あたりのコ
ストが非常に高いなど課題が多い事業でもある。路線バスの活用も視野に入れ、
足立の花めぐりを観光資源として多くの来街者を呼び込めるよう、引き続き事業
改善に取り組んでいく。

令和元年度 平成30年度

令和２年度事業中止

（契約解除金）

【設営運営費】

会場設営 35,750円

【広告宣伝費】

バスパンフレット

365,200円
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１　観光事業

　しょうぶまつり＆世界の食広場

１　実施日時 令和元年６月１日（土）・２日（日）

午前１０時～午後４時（世界の食広場会場は午前１０時～午後６時）

　　天　　候 ６月１日（土）：曇　２日（日）：曇　〔30年度 6/2（土）晴　6/3（日）晴〕

２　会　　場 しょうぶ沼公園～都立東綾瀬公園（ハト広場）

３　主　　催 （一財）足立区観光交流協会、足立区

４　後　　援 東京都東部公園緑地事務所

５　協　　力

６　物品協賛

７　イベント

　完歩者数　　６/１(土)　2,102人 　 ６/２(日)　2,849人  合計 4,951人　

８　来場者数 東綾瀬公園（ハト広場）  しょうぶ沼公園 合計

６/１(土) 15,000人 31,000人 46,000人

６/２(日) 20,000人 36,000人 56,000人 （30年度実績：

２日間計 35,000人 67,000人 102,000人      合計94,000人)
　　　　

９　決 算 額

予算額 決算額 予算額 決算額

6,732,000 6,703,323 6,718,000 6,113,562

10　事業収支 1）収入の部 （円）

令和元年度 平成30年度 増減額

出展料 726,261 765,913 △ 39,652

2）支出の部 （円）

令和元年度 平成30年度 増減額

設営運営費 4,272,446 4,079,073 193,373

警備費 670,000 550,000 120,000

清掃費 195,328 194,194 1,134

広告宣伝費 964,136 885,772 78,364

その他 601,413 404,523 196,890

合　計 6,703,323 6,113,562 589,761

11 評価・課題

サンアヤセ商店街振興組合、㈱イトーヨーカ堂綾瀬店、㈱東急ストア綾瀬店、㈱
カラマツ、東京都青果物商業協同組合北足立支所、ＪＡ東京スマイル、東京メト
ロ、新潟県魚沼市、栃木県鹿沼市、あだち再生館、足立区立郷土博物館、、ギャ
ラクシティ、足立成和信用金庫綾瀬支店

3）スタンプラリー:
　　しょうぶ沼公園から東綾瀬公園までのラリー。完歩賞進呈、抽選会を実施

①　しょうぶ沼公園のリニューアルに合わせ、オープニングセレモニーをしょう
　ぶ沼公園会場で実施し、出席者及び来場者には好評であった。ハト広場会場で
　のセレモニーは出席者の移動手段等に課題がある。今後地元関係者の意見を伺
　いながら両会場のセレモニーのあり方について整理していく。
②　スタンプラリーの熱中症対策として区のブースに応急救護物品を配置した。
　　今後はコース上への休憩所設置や景品交換時の混雑緩和等も検討していく。

令和元年度 平成30年度

1）しょうぶ沼公園会場：
　　ミュージック＆アートイベント、物産展、しょうぶ田開放ほか

1）足立区商店街振興組合連合会第４ブロック（綾瀬・東和・大谷田・六木地区
　11商店街）、東京メトロ

2）コース近隣の商店（12店舗）に協力を募り、スタンプラリー台紙に割引サー
　ビス等の特典を掲載

2）東綾瀬公園会場：
　　世界の食広場、「デザート＆パン」、 東京メトロブース、大道芸ほか
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１　観光事業

　第４１回　足立の花火

１　実施日時 令和元年７月２０日（土）　　午後７時３０分～午後８時３０分

　　天　　候 曇　　〔30年度 7/21（土）晴〕

２　会　　場 荒川河川敷（東京メトロ千代田線鉄橋～西新井橋間）

３　主　　催 （一財）足立区観光交流協会、足立区

４　後　　援

５　協　　力 国土交通省、警視庁、東京消防庁、首都高速道路㈱

６　打 上 数 13,000発

７　来場者数 670,000人　（30年度実績：700,000人）

８　決 算 額

予算額 決算額 予算額 決算額

142,760,000 142,745,167 132,526,000 132,297,831

９　事業収支 1）収入の部 （円）

令和元年度 平成30年度 増減額

有料席収益 22,891,500 12,505,000 10,386,500

協賛金等 14,360,000 18,356,000 △ 3,996,000

合　計 37,251,500 30,861,000 6,390,500

2）支出の部 （円）

令和元年度 平成30年度 増減額

花火打上 33,000,000 33,000,000 0

設営費 56,447,932 51,192,000 5,255,932

警備費 18,719,640 16,050,000 2,669,640

清掃業務 10,668,500 10,134,190 534,310

台船設置 2,700,000 2,700,000 0

広告宣伝費 3,309,020 3,527,041 △ 218,021

演出費 6,800,000 6,500,000 300,000

保険料 1,527,312 1,208,022 319,290

その他 9,572,763 7,986,578 1,586,185

合　計 142,745,167 132,297,831 10,447,336

10 評価・課題

足立区町会・自治会連合会、東京商工会議所足立支部、足立区商店街振興組合連
合会、足立区工業会連合会、ＪＡ東京スマイル、㈱ジェイコム足立、東武鉄道
㈱、東京地下鉄㈱、東日本旅客鉃道㈱東京支社、首都圏新都市鉄道㈱、東京都交
通局

平成30年度令和元年度

①　Ｗナイアガラとレーザー演出を実施。今後も足立の花火の定番としてＰＲし
　ていく。
②　オープニングのＮＩＮＪＡ演出は、観覧可能エリアが狭かった。次回は、対
　岸を含め多くの来場者が観覧できる演出を民間事業者と検討していく。
③　前日までの雨の影響で協会観覧場所が水没した。雨天後開催の対策としてグ
　ランド面はブルーシート敷席からパイプ椅子席に変更する。
④　5,205人分（前年比2,463人増）の有料席は一般販売開始後約２週間で完売。
　今後も需要が見込まれるため、引き続きこの席数を確保できるよう調整してい
　く。
⑤　開催当日まで天候不順であったためコールセンターへの問い合わせが激増し
　たが、大きな混乱もなく開催できた。

・設営費

電気設備設営費及

び有料席設営費の増

・有料席収益

個人協賛終了に伴

い、協会観覧場所を

有料席に振り替えた

ことによる収入の増
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１　観光事業

　あだち区民まつり　Ａ－Ｆｅｓｔａ２０１９　（荒天により両日中止）

１　実施予定日 令和元年１０月１２日（土）・１３日（日）　　午前１０時～午後４時

２　中止決定日 令和元年１０月　８日（火）

（理由）

３　中止の周知 1）区・協会ＨＰ、ＳＮＳ、Ａメール

2）ポスターへの中止掲載（中止決定を上貼り）

3）ビュー坊テレビでの放映

４　出展者対応

５　出展料の返金 両日中止のため、全出展者に出展料を全額返金した。

返金総額　５９団体　２，８４０，０００円

６　興行中止保険 1）加入内容

　 事業予算総額のうち出展料として収入を予定していた金額が補填の対象。

2）支払保険料　　　　３１８，４４０円

3）受取補償金　　２，９５５，０００円（元年度出展料収入予算額が限度）

７　決 算 額

予算額 決算額 予算額 決算額

30,185,000 20,273,351 27,649,000 27,356,252

８　 事業収支 1）収入の部 （円）

令和元年度 平成30年度 増減額

出展料 0 2,910,000 △ 2,910,000

協賛金 0 38,600 △ 38,600

雑収入 2,955,000 0 2,955,000 ※興行保険補償金

合　計 2,955,000 2,948,600 6,400

2）支出の部 （円）

令和元年度 平成30年度 増減額

設営運営費 16,904,360 20,378,000 △ 3,473,640

清掃費 0 2,117,175 △ 2,117,175

警備費 1,250,150 1,960,632 △ 710,482

その他 2,118,841 2,900,445 △ 781,604

合　計 20,273,351 27,356,252 △ 7,082,901

９　評価・課題

台風１９号による荒天が予想されたため、来場者の安全を最優先し中止した。

１０月８日夜間から９日正午にかけて全出展予定者１５７団体に対し、電話で中
止連絡を行った。

平成30年度令和元年度

①　平成30年度、２日間のうち１日を急遽中止とした経験から早めの中止決定が
　重要であったため、今回は早めに準備・調整を行い、出展団体や関係機関への
　中止連絡をスムーズに行うことができた。今回の中止決定後の対応経過を記録
　し、今後同様なケースが発生した場合に備える。
②　２日間中止の影響について「あだち区民まつり連絡協議会」（15運営団体）
　と日程変更を含めた意見交換を行った。
　　日程変更については、各団体とも例年「区民まつり」開催時期の前後は他の
　行事予定があることなどから、令和２年度も日程変更はしないという結論とな
　った。

5



１　観光事業

　光の祭典　２０１９

１　実施期間 1）元渕江公園　　

　　会　　場 　 令和元年１１月３０日（土）～１２月２５日（水）　計26日間

2）竹ノ塚駅前東口広場～元渕江公園までの街路樹　　

　 令和元年１１月３０日（土）～令和２年１月１３日（月・祝）　計45日間

　　天　　候 １１月３０日（土）：晴　１２月１日（日）：晴 （点灯式・イベント日）

　　　〔30年度 12/1（土）晴　12/2月（日）曇〕（点灯式・イベント日）

２　主　　催 （一財）足立区観光交流協会、足立区

３　後　　援

４　協　　力 竹の塚警察署、足立消防署

５　物品協賛

６　イベント 1）点灯式 11/30（土）

2）ステージ・物産展ほか 11/30（土）・12/1（日）

3）ほっとカフェテリア 12/ 7（土）・ 8（日）・14（土）・15（日）

12/21（土）・22（日）・24（土）・25（日）

７　来場者数 期間中合計（元渕江公園）  約252,000人　9,692人／日 26日間

（30年度実績： 約248,000人　9,920人／日） 25日間

８　決 算 額

予算額 決算額 予算額 決算額

48,205,000 47,847,960 49,234,000 49,227,045

９　事業収支 1）収入の部 （円）

令和元年度 平成30年度 増減額

出展料 523,415 527,360 △ 3,945

協賛金 50,000 50,000 0

合　計 573,415 577,360 △ 3,945

2）支出の部 （円）

令和元年度 平成30年度 増減額

電飾費 35,052,900 32,900,000 2,152,900

設営費 5,712,850 5,173,200 539,650

警備費 3,582,480 3,294,000 288,480

広告宣伝費 2,589,830 2,366,538 223,292

その他 909,900 5,493,307 △ 4,583,407

合　計 47,847,960 49,227,045 △ 1,379,085

10 評価・課題 ①　令和元年度は、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の機
　運醸成を意識して、「五大陸の動物たち」をテーマに見せるオブジェに注力
　し好評を得た。今後は、足立区の「光の祭典」の特徴である触れられるオブ
　ジェも増やしていく。
②　竹ノ塚駅前のイルミネーションは一部物足りないとの意見もあったため、
　駅前広場の整備にあわせ、光の祭典のスタート地点として「映える」工夫を
　していく。

東京都青果物商業協同組合北足立支所、足立成和信用金庫、竹の塚東口商店街振
興組合、東武鉄道㈱、㈱さんよう、マスセット㈱、新潟県魚沼市、長野県山ノ内
町、栃木県鹿沼市観光物産協会、㈱ジェイコム足立

令和元年度 平成30年度

足立区町会・自治会連合会、東京商工会議所足立支部、足立区工業会連合会、
足立区商店街振興組合連合会、ＪＡ東京スマイル、㈱ジェイコム足立、
東武鉄道㈱、足立成和信用金庫

・その他経費

イルミネーション

用ＬＥＤ電球購入数

の減
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２　ＰＲ事業

２　ＰＲ事業

　ホームページの維持・更新

１　内　　容 1）多言語翻訳機能維持管理〔英語、韓国語、中国語（簡体字・繁体字）〕

2）ピックアップ情報、グルメ情報、街イベント情報等の取材、更新

3）トピックス、ツイッター等の更新

２　決 算 額

予算額 決算額 予算額 決算額

5,119,000 2,472,824 5,304,000 4,128,928

※　ホームページ維持管理委託費、ページコンテンツ作成委託費等

３　評価・課題

フォトコンテスト

１　あだち街フォトギャラリー（通年）

　　募集期間 平成３１年４月～令和２年３月

　　主　　催 （一財）足立区観光交流協会

　　投稿作品数 　210作品　（30年度実績：509作品）

　　記 念 品 四半期（春・夏・秋・冬）ごとに区内共通商品券等を贈呈

　　対　　象 1）いいね！ランキング上位作品（各回３人）　 2）最多投稿者（各回１人）

3）抽選で選ばれた投稿者（各回３人）

　　評価・課題

２　足立区街フォトコンテスト（年1回）

　　募集期間 令和元年１２月２日（月）～令和２年１月３１日（金）

　　主　　催 （一財）足立区観光交流協会

　　後援・協力 後援／足立区　　　協力／全日本写真連盟、日本写真作家協会

　　応募総数 105人　301作品　（30年度実績：86人　271作品）

　　審査結果 1）審査員による選定（商品券）

 　 グランプリ（1名）3万円、準グランプリ（1名）2万円、特別賞（4名）1万円

2）サイト閲覧者による投票「いいね！ランキング」（商品券）

 　１位（1名）1万円、２位（1名）5千円、３位（1名）3千円

3）全応募者の中から抽選（足立区友好自治体の特産品）

 　6名　3千円　　　　　　　

決 算 額

予算額 決算額 予算額 決算額

372,000 283,620 370,000 219,020

※　コンテスト入賞商品（商品券等）経費

　開設時とは異なり、個人がＳＮＳ上で投稿できる民間サイトが複数あるため、
投稿者数が減少している。令和２年度から「あだち街フォトギャラリー」の運用
を終了し、「足立区街フォトコンテスト」に一本化する。

令和元年度 平成30年度

　元年度更新回数　305回　（30年度実績：433回）

令和元年度 平成30年度

　「あだち観光ネット」のコンテンツのうち、イベント情報については年間を通
して情報提供してくれる団体が増加したものの、天候不良や感染症流行によるイ
ベントの中止・自粛があり更新回数が減少した。今後も、新たな地域の活動団体
にも働きかけていき、地域資源の発掘及び発信に努めていく。
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２　ＰＲ事業

評価・課題

　「千住街の駅」運営

１　施 設 名 お休み処「千住街の駅」　足立区千住３－６９　定休日：毎週火曜日と年末

２　来場者数 　 12,020人　　（30年度実績：15,252人）

３　決 算 額

予算額 決算額 予算額 決算額

5,990,000 5,907,060 6,290,000 6,007,251

※　千住街の駅運営業務委託経費等

４　評価・課題

　千住街歩き

１　テーマ 1) 奥の細道旅たち追体験千住街歩き

　　実施日     令和元年５月1６日（木）／晴れ 42人（募集人員40人）

　　参加者 2)「和スイーツづくりと千草園」巡り

    令和元年６月２２日（土）／曇りのち雨 43人（募集人員40人）

3)「３枚の冨嶽三十六景千住浮世絵の地」巡りと銭湯見学

    令和元年９月２８日（土）／晴れ 38人（募集人員40人）

4) 初めてのお茶席体験と街歩き

    令和元年１０月２６日（土）／晴れ 38人（募集人員40人）

5) 千住SNS映えスポットめぐり

  　令和元年１１月３０日（土）／晴れ 43人（募集人員40人）

6）千住お宝拝見

    令和２年２月８日（土）／晴れ 40人（募集人員40人）

7）新風景 隅田川スーパー堤防からのスカイツリー眺望

    令和２年３月２８日（土）／中止

２　決 算 額

予算額 決算額 予算額 決算額

1,815,000 1,340,930 1,925,000 1,903,240

３ 評価・課題

　都内の写真学科がある大学等にチラシを送付した結果、新規の参加者が多くな
り、応募者、応募作品数ともに増加した。令和２年度は募集期間を３カ月間に延
長、ＰＲも強化し、写真を通した足立区の観光資源の発掘に努めていく。

令和元年度 平成30年度

令和元年度 平成30年度

①　外国人旅行者が東京で安心・快適に過ごせることを目的とする東京都事業
　「東京観光案内窓口」の指定を受けた。貸与されるタブレット端末を使って、
　モニター付コールセンターサービス（８か国語）が可能となるほか、広報用の
　HPに施設情報が掲載される。観光案内サービスの質の向上を図るための連絡会
　及び研修会を経て運営を開始していく。
②　新型コロナウイルス拡大防止のため２月末から休館したことにより、年間来
　場者数は昨年より減少した。

①　実施回数の減が参加者合計の減につながっているが、毎回定員を上回る申
　し込みがあり、千住の街歩きの人気は定着してきている。
②　第5回では初の試みとして英語ガイド枠を設け、1名の参加があった。大変
　喜んでいただきSNSに投稿いただいたが、周知や実施方法等についてさらに
　検討していく必要がある。

参加者計　244人/全6回（30年度実績：314人/全8回）
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２　ＰＲ事業

　観光マップ等の作成・配布

１　スタンプラリー

　　事業概要 　千住地域を巡る「大千住マップ」､竹の塚・伊興地域を巡る「竹の塚マップ」

をそれぞれ日本語版・英語版で作成し、スタンプラリーを実施。

　 10ポイント中7ポイント以上のスタンプを集めた方に記念品を贈呈。

1）大千住スタンプラリー

千住街の駅

363人（30年度実績：269人）

2）竹の塚スタンプラリー

生物園、桜花亭、舎人公園駅下自転車駐車場

822人（30年度実績：560人）

　　決 算 額

予算額 決算額 予算額 決算額

1,397,000 815,229 973,000 4,430

1) 大千住マップ日本語版（増刷） 22,000部

2) 竹の塚マップ日本語版（増刷） 10,000部

　　評価・課題

２　観光マップ等の作成・配布

　　発 行 物 1）Tokyo’ｓ Adachi City（日英併記） 23,500部

2）Adachi Twilight Adventures（日英併記） 10,000部

3）あだちのオハコ　（改訂版） 20,000部

　　決 算 額

予算額 決算額 予算額 決算額

4,637,000 3,988,260 2,268,000 633,960

　　評価・課題

３　その他ＰＲ

　　内　　容 1）観光案内標識表示板（ｉマーク）交換 ９基（全基）

　

　　記念品引換え者数

竹の塚西口公共駐車場

　　記念品引換え者数

　　記念品引換え場所

　　記念品引換え場所

令和元年度 平成30年度

　スタンプラリー参加者は増加傾向にある。記念品の見直しや若い世代へのＰＲ
により、新規の参加者を募る工夫をしていく。

令和元年度 平成30年度

　より多くの外国人に手にしていただけるよう「Tokyo'ｓ Adachi City」及び
「Adachi Twilight Adventures」を多言語化(中国語、韓国語)するほか、「あだ
ちのオハコ」の４か国語化を進める。
　新規の配布先として近隣区の観光案内所、区内の大型ショッピングモール、都
内のコンビニエンスストアでの配布ルートができたため、さらに配布先を増加さ
せ、外国人来街者へ足立区の魅力を発信していく。

〔交換前〕 　　　〔交換後〕
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２　ＰＲ事業

2）千住見どころ案内看板データ作成等

　　決 算 額

予算額 決算額 予算額 決算額

1,712,000 1,240,580 300,000 254,981

　地域活性化支援

１　支援実績 1) 後援件数　２５件 （うちトロフィー、賞状、補助金交付件数７件）

2) トロフィー、賞状交付

　①炎天寺一茶まつり②あだち農産物品評展示会③東京仏壇展示コンクール

　④夏花品評展示会⑤農産物共進会

3）補助金交付　　

　①炎天寺一茶まつり②北足立市場まつり

4）イベントバスの運行

　①西新井大師花まつり期間に併せて、乗車賃無料の循環バスを運行した。

運行日 平成３１年４月２０日(土)２１日(日)２８ 日(日)２９日(月・祝)

運行区間 西新井駅西口→西新井アリオ前→西新井大師→西新井大師西駅

運行本数 西新井駅西口から19便発車（20分間隔　循環）

午前11時始発午後５時終発

延乗降客数 1,772人／４日間　　（30年度実績：2,146人／４日間）

２　決 算 額

予算額 決算額 予算額 決算額

1,970,000 1,751,908 1,975,000 1,772,868

３　決算内訳 令和元年度 平成30年度 増減額

補助金 1,020,000 1,020,000 0

バス運行委託 713,232 713,232 0

トロフィー等 18,676 39,636 △ 20,960

合　計 1,751,908 1,772,868 △ 20,960

令和元年度 平成30年度

令和元年度 平成30年度

　大型台風等接近時の強風や突風による落下防止のため、設置から10年以上経過
している案内標識の位置を示す表示板（ⅰマーク）を交換した。
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３　交流事業

３　交流事業

　友好自治体交流

１　観光交流物産展「ＫＹＵ+Ａ」（キュア）

　　日　時 令和元年９月２０日（金）・２１日（土）

　　場　所 ルミネ北千住店

　　参加自治体 栃木県鹿沼市、長野県山ノ内町、新潟県魚沼市

　　売上げ 売上商品数：769点 売上金：696,890円（参加３自治体合計）

前回実績 売上商品数：623点　売上金：564,070円（参加２自治体合計）

　　決 算 額

予算額 決算額 予算額 決算額

966,000 292,714 350,000 172,254

　 評価・課題

２　５大イベントへの観光物産展出店招致

　1）舎人公園千本桜まつり

　　日　時 平成３１年４月６日（土）・７日（日）

　　場　所 都立舎人公園

　　参加自治体 新潟県魚沼市（１団体／テント２張）、栃木県鹿沼市（４団体／テント４張）

　2）しょうぶまつり＆スタンプラリー

　　日　時 令和元年６月１日（土）・２日（日）

　　場　所 しょうぶ沼公園、東綾瀬公園（ハト広場）

　　参加自治体 新潟県魚沼市（１団体／テント１張）、栃木県鹿沼市（１団体／テント１張）

　3）光の祭典２０１９

　　日　時 令和元年１１月３０日（土）・１２月１日（日）

　　場　所 元渕江公園

　　参加自治体 新潟県魚沼市（１団体／テント２張）、栃木県鹿沼市（４団体／テント４張）

長野県山ノ内町（１団体／テント２張）

　姉妹都市交流（姉妹都市提携３５周年記念）

１　交流体験ツアー

　　実施月日 令和元年８月１日（木）～８月８日（木）　８日間

　　実施場所 西オーストラリア州ベルモント市

　　内　　　容

　　参 加 費 公募区民224,000円（1名1室）（旅行代金284,000円－協会補助金60,000円）

　　参加者数

令和元年度 平成30年度

①　平成30年度の実績をふまえ、土曜日・日曜日の開催から金曜日・土曜日の開
　催に戻したところ、やはり金曜日の方が高い売り上げであった。
　（金曜日440,560円、土曜日256,330円）。
　　しかし、土曜日の商品数が少なくなってしまい、客足が伸び悩んだ。
②　ルミネの意向により令和元年度から年１回の開催にしてほしいという申し出
　があった。開催スケジュール等をルミネと協議する一方、出展場所を新規に開
　拓するため区内の大型商業施設での開催も検討していく。

ウェルカムパーティー・３５周年調印式への参加、ベルモント市民との交流、
市内近郊の名所・企業等の見学、フェアウェルパーティーへの参加

公募区民9人、副区長、議長、友好都市交流委員長、観光交流協会会長、
区職員2人、事務局職員4人、通訳1人　合計20人（30年度：20人）
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３　交流事業

　　決 算 額

予算額 決算額 予算額 決算額

5,364,000 5,323,861 4,085,000 3,898,428

　　決算内訳 令和元年度 平成30年度 増減額

委託費 4,552,794 3,598,425 954,369

消耗品費 323,637 133,799 189,838

旅費交通費 155,206 108,269 46,937

保険料他 292,224 57,935 234,289

合　計 5,323,861 3,898,428 1,425,433

　　評価・課題

２　ベルモント市使節団受入

　　実施月日 令和２年１月１６日（木）～２３日（木）　８日間

　　実施場所 足立区内、東京都内、神奈川県箱根町

　　参加者数 ベルモント市使節団22名

　　内　　容 1）35周年記念セレモニー・ウェルカムパーティー　　１月１６日（木）

　　場所：花畑記念庭園「桜花亭」（足立区花畑）

　　参加者数：大人62人

2）主な視察先

3）フェアウェルパーティー　　１月２２日（水）

　　場所：上野精養軒本店（台東区上野公園）

　　参加者数：大人58人

　　決 算 額

予算額 決算額 予算額 決算額

6,773,000 3,202,942 3,702,000 1,743,215

　　決算内訳 令和元年度 平成30年度 増減額

渉外費 2,850,539 805,590 2,044,949

委託費 2,229,187 1,157,305 1,071,882

旅費交通費 20,148 161,190 △ 141,042

消耗品費他 953,607 424,720 528,887

合　計 3,202,942 1,743,215 1,459,727

令和元年度 平成30年度

令和元年度 平成30年度

①　ツアー前に明海大学のネイティブの講師による実践的な英会話研修を受講
　したこともあり、現地で積極的に交流する様子が多く見られた。
②　現地の方々との会話の中で足立区との交流の歴史を知り、今後の交流事業に
　協力していく意欲が高まったとの感想も出た。

（ベルモント市副市長、最高行政官、ベルモント市議会議員、ベルモント市
　姉妹都市協会会員など）

　・区内
　　区役所本庁舎・議会棟、ベルモント公園、花畑大鷲神社、西新井大師、
　　区立小学校でおいしい給食体験、エンブレムホステル西新井でのワーク
　　ショップ体験等
　・区外
　　東京スカイツリー、江戸東京博物館、上野周辺、大井競馬場（メガイル
　　ミ）、銀座、箱根観光等

・渉外費、委託費

使節団受入中のバ

スツアー（バス借上

げ、見学料、飲食

代）経費の増

・委託費

通訳業務、ツアー

委託経費の増
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３　交流事業

　　評価・課題 ①　和文化体験（英語落語と茶道、ダルマの絵付け）、新幹線乗車と富士山の眺
　望を楽しむ観光などベルモント市の要望に添ったプログラムを実施した。
　　また、激安スーパーでの買い物体験、神社見学など区内資源を活用した企画
　や歓迎・送迎パーティーでの演出にも力を入れ、使節団から感謝の言葉を頂戴
　することが出来た。
②　プロ通訳導入により、足立区出席者もスムーズな会話で交流を深められた。
③　周年記念行事としての相互交流を通じて３５年の歴史を振り返るとともに、
　互いに感謝の気持ちを伝えあうことが出来た。
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